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杉並区保育課

気温が下がり、過ごしやすい季節になりました。

11月8日は、『いい歯の日』です。生涯にわたって自分の歯でおいしく食べる
ためには、子どものうちから歯と口のケアをしていきましょう。

給食だより

よくかんでゆっくり食べよう
よくかんでゆっくり味わうことは、消化を助けるだけでなく、
味覚の発達、さらに脳の活性化にもつながります。
そして健やかな体を作り、心の発達にも大きくかかわります。

・ ・

歯や骨のおもな構成成分はカルシウムです。

カルシウムは、牛乳・乳製品や小魚、大豆製品

青菜などに多く含まれています。

きのこや魚に多く含まれるビタミンＤは吸収を

促進します。

歯や骨を強くする食べ物

今月のかみかみメニューは、きんぴら、ハリハリサラダです。
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